
 
 
（別紙様式４－１） 

熊本県立玉名工業高等学校 令和３年度（２０２１年度）学校評価表 

１ 学校教育目標 

『工業人たる前によき人間たれ』をスローガンに掲げ、「明朗 誠実」「自律 協力」「勤勉工夫」
「健康 安全」の教育綱領に則り、心豊かで個性に富み、活力にあふれ、礼節をわきまえた人間性の確
立に努め、我が国の産業の振興や地域の発展に寄与できる実践的技術者を育成する。 

 

２ 本年度の重点目標 
１ 安心安全 
   ・感染防止対策の徹底   ・心の教育の推進 
   ・健康教育、防災教育、安全教育の推進 
   ・未然防止対策の徹底（いじめ＋ハラスメント＋問題行動＋事故＋交通事故） 
２ 夢実現 
 ・進路決定１００％  ・部活動における活躍 ・資格取得数の増加  ・入学者数の定員超え 

 

３ 自己評価総括表 
    評価項目 

評価の観点 具体的目標 具体的方策 評価 成果と課題 
大項目 小項目 
 
学校 
経営 

 

信頼され

る学校づ

くり 
 

安心安全な学校 ・日々変化す

る感染症に対

応した運営に

より、クラス

ター０の達成 

・いじめ、ハ

ラスメント、

問題行動、事

故の未然防止 

・新しい生活

様式の徹底を

図り、濃厚接

触者を極力減

らす工夫の徹

底 

・ハラスメン

トを許さない

人権意識の高

い風土づくり 

Ａ 

・年間を通じて徹底し
た感染症対策を行った
結果、クラスター発生
はなく、また校内感染
もほとんど見られなか
った。 
・研究指定「ＳＯＳの
出し方に関する教育」
を中心に人権意識の高
揚に努めた結果、生徒
職員の意識が高まって
いる。 

夢を実現する学

校 

・生徒の生き

たい学校、教

師の働きたい

学校づくり（

学校評価アン

ケート調査で

95％超え） 

・研究指定の

取組による自

己肯定感、自

己有用感の育

成 

・協力体制が

できる職場づ

くり 

Ｂ 

学校評価アンケートに
おける生徒の満足度が
９１％と目標に達する
ことができなかった。
しかし、職員はほぼ目
標を達することができ
｢働きたい学校づくり｣
に向けた環境改善がで
きていると言える。 

働き方改
革の視点
に立った
学校運営 

職員の負担軽減

のための校務改

革 

・超過勤務時

間縮減のため

の校務の効率

化と組織的な

取組 

・業務の平準

化への体制づ

くり 

・ＳＫプロジ

ェクトの充実

した活動 
・外部人材に
よる支援アド
バイザー事業
の充実 

Ａ 

・働き方改革に向けた
取組を昨年度に引き続
き実施でき、昨年度か
ら１７㌽の向上が見ら
れた。 
・県指定アドバーザー
事業を本年度も指定を
受け、有効なご助言、
ご指導を仰ぎながら進
めることができた。 

入学定員
の確保 

入学希望者の増

加 

定員割れの状

況改善（今年

度２２名の定

員割れ） 

・体験入学の

ＰＲ活動 

・高校魅力化

の向上と発信 
・中学校訪問
による学校紹
介 

Ｂ 

体験入学は延期・中止
を余儀なくされたが、
その資料を中学校へ届
けた。玉工祭での施設
等見学、放課後に学校
見学会を開催した。前
期選抜の出願者数は、
前年と同程度だった。 



 
学力  
向上 

 

教科指導

の改善 
 

・観点別評価を

見据えた指導技

術の向上 
・専門性の向上 

授業評価の項

目において授

業に関する興

味関心の向上 

・授業評価の

実施 
・授業改善係
の創設と評価
法の研修 

Ａ 

授業に関する興味関心

が、一人一台端末を活

用することで若干向上

した。授業改善研修を

実施できた。 

基礎学力

向上と積

極的な学

習への取

組 

・自学への取組

向上 

・生徒の理解度

の把握と学習意

欲の喚起 

・学習習慣の定

着 

・欠点者数の比

較 

・基礎学力の

定着 

・学習への取

組向上 

・欠点者数の

減少 

・学力テスト

等による基礎

学力の把握と

向上 
・授業時間数
の確保 
・定期考査へ
向けた環境づ
くり 

Ｂ 

基礎力診断テスト、学

力コンテストを実施し

て、学びに向かう力を

高めた。月ごとに授業

時間数を見直した。関

係保護者会の出席率が

向上した。定期考査で

廊下監督を配置した。 

 

キャリ

ア教育 
(進路 
指導) 

 
・職に就
くことを
前提とし
た進路指
導の充実 
 
・生徒一
人ひとり
の多様な
進路実現 
 
・キャリ
ア教育の
充実（人
在から人
材への高
校３年間
） 
 

・キャリア教育
の充実 
 
 

 

・本校独自の
「キャリア・
パスポート」
を作成する。 
 
 

「進路の手引
き」を｢キャ
リア・パスポ
ート｣として
活用できるも
のに構成及び
作成する。 

Ｂ 

担任及び学年団の意見

を集約し、「キャリア

・パスポート」の作成

を行った。その結果こ

れを「進路の手引き」

と別冊として作成・活

用することとなった。 

・玉工手帳の積
極的活用と活用
能力の向上 
 

 

・「玉工手帳

」を活用し、

予定を立てて

から行動でき

るようになっ

た」と答える

生徒７０％以

上 

・玉工進路通

信の発行。月

１回ペース 
(玉工手帳の
活用法･進路
情報の提供等
) 

Ｂ 

学校評価アンケートの

結果から、生徒の玉工

手帳活用状況は、１５

㌽UPしたが７０％には

届かなかった。しかし

職員から生徒への指導

は活発になってきてい

る。 

・生徒の自己管
理能力、計画力
、改善力の向上 
 

・進学希望者
及び求職者の
最終合格・内
定率１００％
達成 

・初回受験合

格率８０％以

上 

・個別進学指

導の計画及び

実施 

・各種検査の

実施 

・教職員の研

修会やセミナ

ー等への参加 

・全職員によ

る面接指導の

実施 

・進路講話及

び進路説明会

の実施 

Ａ 

・個別進学指導、各種

検査を計画どおり実施

することができた。 

・コロナ禍で思うよう

に研修やセミナーに参

加できなかった。 

・全職員による面接指

導を実施できた。 

・進路講話・ライフプ

ランニング授業を実施

することができた。 

・就職希望者一次内定

率は、昨年度比１.９

㌽UPの９０.１％であ

った。 



 
生徒  
指導 

 

基本的生

活習慣の

確立 
 

制服の正しい着

用と地域に信頼

される生徒の育

成 

・服装や身だ

しなみの大切

さについての

理解（服装検

査の合格率を

各クラス９０

％以上とする

） 
・地域に信頼
される行動の
定着 

・服装頭髪検

査に向けた事

前指導の徹底 
・ＨＲ指導及
び集会等での
指導 Ｂ 

・１月時点で全体平均
は約８４％であった。
１８クラス中６クラス
が年間平均９０％以上
の合格率となった。３
学年の合格率が９０％
を超え、進路意識の向
上による結果であると
推測される。 

遅刻の減少 遅刻する生徒

の減少 

・ＨＲによる

担任指導及び

生徒指導部に

よる正門での

声かけ 

・遅刻の多い

生徒への声か

けや保護者と

の連携 

Ｃ 

・遅刻の回数は、昨年
度よりも１.５倍ほど
増加した。学年別で見
ると、３学年が１･２
学年の２倍ほどであっ
た。また、全校生徒の
うち２０名ほどが年間
１０回以上の遅刻をし
ている状況である。 

交通安全
教育の推
進 

自転車運転マナ

ー及び原付バイ

ク運転マナーの

向上 
 

・通学路にお

ける交通指導 
・自転車二重
ロックの徹底 
・交通事故の
前年比３０％
減 
・交通違反の
３０％減 

・現地での登

校指導の充実 
・交通委員に
よる啓発活動
及び職員によ
る指導 
・原付通学生
の定例会の定
着と効果 
・原付免許取
得者全員に対
しての定例会
の実施 
・担任指導や
全校集会等に
よる周知徹底 

Ｂ 

・通学路での現地指導
は生徒の通学状況に合
わせて複数箇所で実施
した。 
・自転車の二重ロック
の実施率は８２.７％
であった。交通委員に
よる施錠の呼びかけ活
動は一定の効果があっ
たが、生徒一人一人の
意識を高めるためには
継続した活動が必要で
ある。 
・交通事故は昨年度と
比べ２１件増加した。
特に自転車と車との接
触事故が増えており、
自転車の乗り方につい
て定期的な指導や啓発
活動が必要である。 
・原付の交通違反は昨
年度から減少した。通
学生以外の免許保有者
に対しての定例会や運
転記録証明書の取得な
どで少しずつ規範意識
が高まってきている。 

 

人権教

育の推

進 

人権教育
の推進 

・研修の充実と

推進体制の強化 
・指導方法の工
夫と改善 
・学習環境の整
備・充実と指導
者の育成 
・新型コロナウ
イルス感染症に
対する人権的配
慮の深化 

・学期に最低

１回程度の校

内職員研修を

実施 
・人権教育便
りの配布（学
期に１回） 
・校外の各種
研修会への参
加を推奨（２
回以上参加６
５％。校外研
修が困難な場

・人権教育推

進委員会で、

校内職員研修

の内容を検討 
・人権啓発、
同和問題への
関心を持つよ
う、最近の問
題を提示 
・校外研修に
おける全職員
への参加の呼
び掛けとレポ

Ｂ 

・本校職員研修に初の

全職員のレポート研修

を設定した。 

・ＳＯＳ教育と関連さ

せ、新型コロナウイル

ス罹患者への差別問題

をハンセン病から学ぶ

内容で実施した。 

・全職員対象の校外研

修中止により6月の荒

玉地区研究集会講演内

容等を職員研修で実施 



合にはレポー
ト研修を実施
する） 
・学年に応じ
た、効果的な
ＬＨＲの実施 

ート研修にお
けるレクチャ
ーの実施 
・人権教育推
進委員会や学
年会で内容を
協議 
・全職員によ
るレポート研
修の実施 

・人権教育実施内容は

ＳＯＳ教育と関連させ

て実施した。 

・夏の職員研修は、本

校全職員によるレポー

ト研修会を班別にて実

施した。 

 

学力保障
及び進路
保障の支
援 

確かな学力を身

に付け、進路を

保障する取組の

強化 

すべての教科

で人権・同和

教育の視点で

学習指導、生

徒指導の展開

（就職内定率

１００％） 

進路指導部や

各学年と連携

し、全職員が

生徒一人一人

を大切にする

学習指導、生

徒指導の体制

を強化 

Ａ 

３年生は就職試験での

違反質問と対応法を学

び、問題はなく、また

人権・同和教育の視点

を取り入れた授業実践

を行った。 

命を大切

にする心

を育む指

導 

自己肯定感、自
己有用感を高め
る指導の強化 

すべての教科

で人権・同和

教育の視点で

命を大切にす

る授業の展開 

ＨＲ活動やす
べての教科の
授業での取組
とＬＨＲにお
ける授業を２
回実施 

Ｂ 

各学年ともＳＯＳ教育

をＬＨＲや授業で実施

し、アンケート結果か

ら自己肯定感・自己有

用感が高まっている。 

 

いじめ

の防止

等 

いじめ防

止基本方

針の推進 
 

いじめにつなが

らない、学校全

体の風土づくり 

 

・日々の教育

活動における

注意喚起及び

情報提供等の

呼びかけ 
・生徒の小さ
な変化を見逃
さない職員間
の情報共有と
いじめを許さ
ない体制及び
環境づくり 

・職員のいじ

め防止の研修

を実施し、い

じめに対する

感性の高揚を

図る 
・ＩＮＩ（い
じめなくそう
委員会）によ
る啓発活動 

Ｂ 

・いじめに関する研修

を実施し、いじめ対応

措置等の共有化ができ

た。また、アンケート

等によるいじめの実態

把握を行い、早期に組

織的な対応ができた。

・教育相談部及びＳＣ

やＳＳＷとの連携を図

り、スクールロイヤー

によるいじめ防止授業

を実施できた。 

 

地域連

携(ｺﾐｭﾆ

ﾃｨ･ｽｸｰﾙ

など) 

地域連携 「地域とともに

ある学校づくり

」の取組 

・保護者、地

域住民、行政

等からの学校

への参画並び

に支援体制を

促進させ、信

頼関係の深化 

・「社会に開

かれた教育課

程」の実現 

・学校運営協

議会の実施と

学校運営に関

する基本方針

の委員からの

承認 
・社会に開か
れた教育課程
の実現に向け
た保護者や地
域住民との情
報や課題の共
有化 

Ｂ 

・学校運営協議会をス

ムーズに移行すること

ができ、基本方針等を

承認いただいた。 

・コロナ禍で地域社会

との連携において制限

が多く、思うように進

まない状況である。今

後は現状の中で、可能

な限り地域との連携を

探っていくことが課題

である。 

ボランティア活

動の推進 

イベントへの

参加を通して

地域住民との

連携 

ボランティア
活動を通して
学校と地域を
繋げる。 

Ｃ 

本校主催や地域等のイ

ベントが中止になり、

目的が達成できなかっ

た。 



産業界
や地域
に貢献
する人
財の育 

成 

ものづく
り教育を
通した人
づくり 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

地域や関連企業

との連携 
 

地域や関連企

業との連携に

より、ものづ

くり教育を充

実するととも

に職業人とし

ての意識を高

める。 

工業の関連企

業との連携に

よる現場見学

、ガイダンス

、実技指導等

を可能な限り

実施 

Ｂ 

・ものづくりコンテス

トに向けて、職員および

該当生徒の技術力向上

の為に実技講習会を実

施し、技術等を身に付け

ることができた。 

・資格取得に対応する

ための校内外連携を図

り、安全協会から講師を

招き講義を行った。 

・産学官連携事業とし

て校内駐車場舗装実習、

校内特別実習、現場見

学、建設産業ガイダン

ス、防災学習を行った。 

・インターンシップで

は地域の企業に受け入

れていただき、キャリ

ア教育の要となってい

る。 

専門分野への知

識や技能の深化 
 

ジュニアマイ

スター顕彰制

度において連

続して学校表

彰を受ける 

・ゴールド、

シルバーだけ

でなく、ブロ

ンズの認定の

推奨 

・各種資格の

周知 

・課外や模試

の実施 

Ａ 

・ゴールド１９名、シ
ルバー６４名、ブロン
ズ２３名、合計１０６
名が取得した。 
・資格試験の周知では
クラスへのプリント案
内だけでなく、ＨＰ等
の連絡周知等を考える
必要がある。 
・各科ともに資格試験
等の朝課外、夕課外が
熱心に行われた。 

魅力発信 
 

・ホームペー

ジへの学校の

日々の様子の

更新を週１回

程度、定期更

新とともに実

施 

・中学生が入

学してみたい

と思う、学習

内容やものづ

くりを発信 

・地域イベン

トへの参加を

通して、本校

の魅力を発信 

・地域や中学

生へ向け本校

の様子や各科

の学習内容を

ホームページ

で紹介し、入

学後のミスマ

ッチがないよ

う発信 

・地域イベン

トへの参加、

生徒作品の寄

贈の実施 

・各種コンテ

ストの上位入

賞や難易度の

高い資格取得 

Ａ 

・ＨＰにおいて学校紹
介を週１回以上行った
が、情報発信について
は学校評価において昨
年度より低くなってい
る。１２月よりインス
タグラムでの発信を始
めている。来年度はよ
り活発な発信が必要で
ある。 
・地域へはリヤカー、
けん引レーキ等の寄贈
を行った。また、アル
コール噴霧器のＬＥＤ
点灯回路を製作し取り
付け、地域の中学校に
寄贈した。 
・ものづくりコンテス
トでは県大会２種目金
賞、九州大会３位、マ
イコンカーでは県大会
優勝、九州大会６位で
全国大会へ、エコ電カ
ーは優勝。難易度の高
い計算技術検定１級１
名、第一種電気工事士
試験１６名、甲種危険
物取扱者１名が合格し
た。 



部活動の

振興 
 
 
 

魅力ある部活動
づくりとその活
性化 

・部活動の加

入率の向上（

昨年度を上回

る）  

・各種大会に

おいて上位入

賞及び上位レ

ベルの大会へ

の出場 

・部活動指針

にもとづき長

期、中期、短

期の目標を明

確化及び生徒

の自主性を伸

ばす計画的活

動の実施 

Ｂ 

・体育系部活動加入率
69.7％と2年連続の減
少。文化系部活動の加
入率26.5％。合計96.2
％となり、文化系部活
動への加入率が高くな
っている。 
・2学期からほとんど
の部活動が新チームと
なり部活動指針に基づ
き計画的に練習に取り
組んでいるが、飛躍的
な成績結果に結びつい
ていない。 

部活動における
安全管理 

・毎日の健康

観察の実施 

・活動場所の

安全管理と整

理整頓 

・活動中の怪

我の予防及び

防止の徹底 

・部活動顧問

会を定期的に

実施し、情報

共有を図り安

全管理に取り

組む。 
・月ごとの活
動内容 
を明確化し、
休養日を定期
的に設ける。 

・各部の救急

処置講習会へ

の参加と生徒

相互の安全意

識の向上を図

る。 

Ｂ 
 
 

・定期的な部顧問会議
の実施は出来なかった
が、県教委からの通達
等においては、職員朝
会をとおして、周知徹
底を図った。 
・県教委からの通達に
従い、適切な部活動実
施を図った。特に夏季
休業中、冬期休業中の
活動を明確にした。 
・各部に呼びかけ、代
表者を選出し、玉名消
防署に於いて、救急救
命を含む、事故防止対
応の知識・技術の研修
を行った。研修後、各
部員への伝達講習を含
む安全意識向上に努め
た。 

保健 

管理 

 

安心安全
な学校づ
くり 

安心安全な学校

づくりのための

環境整備 

・安全点検実

施１００％ 
・飲料水（冷
水機）の水質
検査の実施 

・毎月１回の

安全点検を実

施する。加え

て事務室へ連

携を図り、整

備・修繕等の

依頼を行う。 

・保健委員に

よる飲料水の

水質検査を定

期的に実施す

る。 

Ａ 

・職員の協力により、
安全点検表の回収率も
ほぼ100％となり、長
期休業期間以外は実施
することができた。ま
た、事務部担当者より
整備･修繕等の回答も
示していただき、連携
を図ることができた。 
・水質検査及び清掃を
保健委員が定期的に実
施することができた。 

心身の健

康を育む 

健康に対する意

識や自己管理能

力の育成 
 

・Formsによ

る健康観察の

徹底 
・保健だより
による健康情
報の提供 
・部活動生へ
の救急処置講
習会の実施 

・健康に関す

る生徒情報の

共有を図る。 
・保健だより
コンクールで
の連続入賞 
・体育会系部
活動生対象の
救急処置法講
習会の実施 

Ｂ 

・生徒によるFormsの
健康観察の徹底ができ
ていないため、担任に
よる生徒連絡を行って
いる。保健だより等を
活用して、呼びかけ等
実施する必要がある。 
・消防署の協力により
救急処置法講習会を実
施することができ、事
故等に対する対処法や
命の大切さを伝えるこ
とができた。 



特別支援教育を

含めた相談活動

の充実 
 

・課題を持つ

生徒・支援の

必要な生徒の

早期発見・早

期対応 
 
・特別支援教
育に関する職
員の共通理解
と実践 

・職員研修の

実施 
・生徒状況把
握のための各
種調査の実施 
・組織的な支
援体制の構築 
・ＳＣ・ＳＳ
Ｗや関係機関
との連携 Ｂ 

・ＳＣを講師に「生徒
がＳＯＳを出しやすい
教師になろう」のテー
マで職員研修を実施し
た。今後も相談しやす
い雰囲気作りのために
、継続した意識向上の
取組が必要である。 
・「保護者の気づきア
ンケート」等の各種調
査や、週１回の教育相
談部会で、生徒の状況
を把握・共有し、必要
に応じてＳＣ、ＳＳＷ
につないだ。 
・特別支援教育の年間
スケジュールを作成し
支援体制の構築を進め
ることができた。 

・自尊感情を高

めるための取組

及び他人への思

いやりを持つ生

徒の育成 
・命あるすべて
のものを大切に
する心の育成 

・いのちを大

切にする教育

の実施 
 
・ストレス対
処教育 

・各学年対象

の講演会の実

施 

・自らＳＯＳ

を出す方法と

、絶望的な気

持ちの人への

傾聴方法の授

業を実施 
・相談室だよ
りを活用した
ストレス対処
教育の実施 

Ａ 

・各学年対象の講演会
を一部ＩＣＴも活用し
て実施することができ
た。 
・ＳＯＳを出しやすい
人間関係作り、ストレ
スマネジメント、ＳＯ
Ｓの発信先、傾聴のス
キルなどに関する授業
を実施して、ストレス
に対処する力を育成で
きた。 
・月１～２回の相談室
だよりで、ストレスコ
ーピングの方法などを
紹介した。 

 
 

４ 学校関係者評価 
学校関係者評価委員の皆さまから以下のとおり評価やご提言等をいただいた。 

・コロナ禍の中、生徒の感染防止に取り組み、多忙の中、各職員との連携を図りながら、生徒の
心と体を大切にした教育実践が行われていることが十分伝わった。これらの教育実践に対して心
から敬意を表したい。 
・毎年就職希望者の１００％実現されていて、このことの重要性について玉名市民をはじめ中学
生の保護者の理解が不足している気がする。 
・学校教育の流れも素晴らしいと思うと同時に、２０１５年９月に国連で採択されたＳＤＧｓの
活動に沿っていることを整理し、アピールすると本校の存在意義がもっと高まると感じた。 
・アンケートのほとんどの項目で高評価（良い評価で９０％以上）を示していて、学校教育がし
っかりできていることの証であると思った。ただし、「生徒が職員に相談しやすい雰囲気」等の
項目では一人でも良くない評価があった場合には、細やかな実態の調査が必要であると感じてい
る。 
・玉名市内の高校の魅力化に取り組んでいきたい。玉名工業高校独自の特色を生かした学校運営
を期待する。 
・生徒たちの学ぶ様子、整理整頓清掃の行き届いた校内、学校の強みを生かした地域貢献の取組
や部活動など素晴らしい教育活動が行われていると感じた。 
・登校時の挨拶が気持ち良く行われている反面、下校時の自転車の並進や正門付近の混雑につい
て一工夫が必要であると感じている。 
・ボランティア活動においてコロナ禍で実施が厳しい状況にあるが、大きな活動を伴わない地域
の清掃活動や苦役等への参加を検討して実施してはどうか。 
・玉工手帳においては、自主性や計画性を育成する大変良い取組であると考える。 
・働き方改革の取組として、整理整頓、時短、休暇取得等を具現化していることは学ぶ点が大き
いと考える。 
・新しく導入された素晴らしい設備等を拝見し、その充実ぶりに感動した。最新の機器を使って
学習できる生徒たちはとても幸せだと思う。 

 
 



５ 総合評価 
（１）全体について 

自己評価においては、９個の大項目に対して２７の具体的目標及び方策を設けて評価を行
った。結果は、Ａ評価９個（３３％）、Ｂ評価１６個（５９％）、Ｃ評価２個（８％）、Ｄ
評価０であった。昨年度と比較するとＡ評価の割合は変わらず、Ｂ評価の割合は８ポイント
減少、Ｃの割合は８ポイント増加であった。具体的には、働き方改革の視点に立った学校運
営、教科指導の改善、専門分野への知識や技能の深化、安心安全な学校づくり、ＳＯＳ教育
を柱とした命を大切にする教育活動において改善している。 

学校評価アンケートにおける質問項目の「玉名工業高校に入学して良かった」という生徒
の割合は９１％（昨年度から２ポイント減少）、また「自分の子どもを玉名工業高校に入学
させて良かった」という保護者の割合は９６％（昨年度から１ポイント減少）、「働きやす
い学校づくりが進められている」（本年度新設）という教職員の割合は９４％という結果で
あった。 

（２）本年度の重点目標について 
  ア 安心安全な学校づくり 
   ①感染症対策 
     コロナ感染拡大防止においては、年間を通じて取り組むことができクラスター発生に

至ることもなく、ほぼ校内感染も考えられない感染状況であった。 
   ②いじめの対応 

いじめの重大事態に至るケースはなく、積極的にいじめ問題対策委員会を開催し、い
じめの認定を行いながら早期の対応を行い、いじめの解消につなげることができた。 

   ③未然防止対策の徹底（いじめ＋ハラスメント＋問題行動＋事故＋交通事故） 
職員研修や職員朝会、生徒には職員朝会から各担任を通じて情報を積極的に共有した

ことで、未然防止を図ることができていると考える。 
   ④心の教育の推進 
     県指定「ＳＯＳの出し方に関する教育」が２年目となり、まとめの研究発表会に向け

て学校全体で取り組んでいったことで、自己肯定感や自己有用感の向上、人権意識や他
者理解が深まっている。 

   ⑤健康教育、防災教育、安全教育の推進 
     実習における事故は、各工業科において危険予知トレーニングやマニュアル作成を行

うなど積極的に事故防止に努めた結果、重傷事故０につなげることができた。 
  イ 夢を実現する学校づくり 
   ①進路決定１００％ 
     ほとんどの生徒の進路先が決定した。特に、就職に強い本校の魅力に今年度は国公立

大学２名の合格が加わり、さらに多様な進路希望への対応も可能であることを発信でき
た。ただし、進路に対する多様な考えを持つ生徒もおり、１００％に至っていない現状
もある。 

   ②部活動における活躍 
     部活動においては、加入率が下がっている傾向が昨年度から続いている。また、コロ

ナ禍の中で練習や遠征等ができず、選手強化やチーム強化がうまく進んでいない状況に
あった。しかしながら、ものづくりコンテストやエコ電カーにおける県大会、九州大会
での活躍、マイコンカーラリーの全国大会出場など、工業系の部活動の健闘が目立って
いる。 

   ③資格取得数の増加 
     各科ともに計画的に資格取得のための課外等が熱心に実施され、ジュニアマイスター

顕彰制度における認定が１００名を超えることができた。今後はさらに各種資格を生徒
に周知し、受検者を増やすことが課題である。 

   ④入学者数の定員超え 
     ほぼ昨年度と同様の志願者数となった。コロナ禍のために体験入学の中止、中学校と

の連携など積極的な生徒募集が実施できず、文化祭や放課後における学校見学会を実施
したところ中学校側のご理解とご協力を得ることができ、この志願者数につながったも
のと考える。コロナ禍の中でも、中学校や地域との連携をさらに深めていくための方策
を検討していくことが喫緊の課題である。 

 

６ 次年度への課題・改善方策 
（１）学校経営 
   今年度の本校職員の平均超過勤務時間は、昨年度の８割ほどに削減できている。県教育委

員会から「働き方改革支援アドバイザー派遣事業」の指定を受けて、外部講師に定期的に職
員研修等で指導を受けている賜と考えている。職員の意識改革も進んでいるものの、今年度
の課題を踏まえたうえで次年度の改善方策を引継いで継続させていきたい。 

   コロナ禍の中で実施できない行事や外部との連携ができないことが増えた中で、これまで
の学校行事の伝承が懸念され、必要なことについては再度実施していくことを再確認する必
要がある。しかしながら、学校行事の精選という観点からも、次年度に向けて再検討するこ
とが求められる。また、業務の平準化を目指すために校務分掌の見直しを行う必要がある。 



（２）授業改善と学力向上 
   今年度タブレットやプロジェクター、また工業科には新しく高価な機器、設備が入ったこ

とにより、授業の充実がより期待できる。今後はＩＣＴ支援員による研修等を積極的に実施
し、ＩＣＴ活用のノウハウや指導技術を高めていきたい。また、新しい機器を十分活用でき
るようにするために、メーカーの指導者による研修を取り入れるなど、生徒の関心意欲を高
める授業を実践できるよう計画的に支援する体制を整える必要がある。 

（３）キャリア教育の充実と進路決定 
   昨年度から力を入れている玉工手帳の活用では、確実に活用できている生徒が増加してお

り、保護者、教職員共にその活用の必要性も理解できている。今後は、外部人材を活用した
講演や手帳の活用コンテストなど積極的な働きかけを行い、生徒の手帳への関心意欲を高め
ることが肝要であると考える。 

（４）生徒指導の充実 
   本年度県立高校においては、県教育委員会からの指示もあり校則の見直しを実施した。急

な依頼ではあったものの、本校においてはある程度予測し進めていたこともあり、円滑に生
徒、保護者、学校で検討する機会を２回実施できた。次年度は年間を通じて検討し、話し合
いを重ね、見直しを行うようにし、生徒の自主性を引き出す教育に努めていきたい。 

（５）生徒募集と魅力化の推進 
   喫緊の課題である生徒募集は、本校の魅力化推進と両輪で回していく必要性があると考え

る。今年度県教育委員会主導でスクールミッション作成が行われたものの、郡部の県立高校
の定員割れは歯止めが効かず、今後もさらに拍車がかかっていくものと懸念される。本校に
おける対策として、生徒募集と魅力化推進の部門を打ち出した校務分掌の再編を検討する必
要性を感じている。 

（６）地域連携 
   コロナ禍で今年度も地域との連携の機会が減少した。特に小学校、中学校とのものづくり

や部活動等における直接的な連携は厳しい状況にある。今後はオンライン等による連携の可
能性を探り、小中学校へ働きかけを行っていきたい。 

   また、学校運営協議会が今年度から開始し、地域の意見が学校に入りやすくなった。今年
度は、下校時の自転車、原付バイクの並進、正門付近の混雑などありがたいご指摘をいただ
いている。今後もさらに地域との連携強化に努め、ご意見やご提言等を受けることができる
よう関係づくりに努めていきたい。 

 


